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研究成果の概要（和文）：高校生によるアートライティング（美術について体験したことを、言葉に書いて人に
伝えること、またその文章）について、主に語彙・構文分析を通して明らかになった言語的特性を示し、コンテ
ストで高く評価されたライティングの傾向と、表現形式の効果により生じる、体験共有への志向を示唆した。高
等学校におけるアートライティング教育に関する全国調査を実施し、2005年から16年を経た変化を明らかにし
た。アウトリーチ活動として、高等学校と大学におけるアートライティング教育の開発と普及促進を行なった。

研究成果の概要（英文）：The linguistic characteristics of high school students' art writing (writing
 about their experiences with art and communicating them to others in words), revealed mainly 
through lexical and syntactic analysis, suggest trends in writing that were highly rated in the 
contest and an orientation toward sharing experiences that are caused by the effect of the form of 
expression. A national survey on art writing education in high schools was conducted to identify 
changes over the past 16 years since 2005.High school and university art writing education were 
developed and promoted as outreach activities.

研究分野： 美術教育

キーワード： アートライティング教育　アートベースドヒューマニティ　美術教育　日本語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アートライティング教育の導入、すなわち言葉で思考し、書くことによって学習者の芸術に関する探究をどのよ
うに深めていくことができるかという課題に対して、美術教育学と言語学の連携、全国高等学校の調査、国際的
な規模の教育活動促進などによって、幅広い連携による学術上ならびに教育貢献の進展が見られた。今後、国際
化が一層進展していく社会の中で、多様な価値観を認めあい、より主体的に判断し生きていく力を育てる上で、
芸術的価値観に基づいた人間性尊重社会の醸成への志向を追究するための一つの基盤を形成することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

研究代表者は 1993 年から日本と英国の美術教育を研究する中で、「心の思いを確かな技術で表

現する」ことに価値を見出す日本（情緒的技巧主義）に対して、「過去の文化を研究し自分の表

現との関係を説明する」ことを重視する英国（知的創造主義）との文化的相違に着目してきた。

それは端的には、芸術学習における言葉の役割の相違に表れている。過去に研究代表者が行った

調査から、生徒が美術家の作品について文章に書く活動の実施状況を日英の美術教師に尋ねた

共通質問の結果では、日本における学習頻度の低さは際立っている。 

例えば表現の自由と社会的責任をどのようにとらえるか、国際化が今後一層進展していく社会

の中で、多様な価値観を認め合う社会をどのように形成していくかなど、自ら判断しより主体的

に生きていく力を育てるには、「寡黙で善良な職人」を育てることに適したこれまでの日本の教

育を変えていく必要がある。また日本が独自に美術と言語の学習に関する新しいあり方を展開

すれば、英国以外の他の国々における同種の学習への発展を支援する役割を果たすことも考え

られる。 

研究代表者は 2005 年より高校生アートライター大賞（アートに関するエッセイのコンテスト）

を創設して現在まで継続し、国際的な取り組みへと発展させてきたが、約 15 年にわたる教育活

動を研究としてさらに社会還元するためには、文化発信、国際比較、言語教育などを通した研究

の領域拡張が必要であるとの認識に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、芸術に関する経験について文章を執筆することを通して自身の考えを深め、他

者と共有して相互理解を拡げるアートライティング教育を普及させるための条件を明らかにし、

芸術を基礎として人間性を尊重する社会形成への可能性を示すことである。 

本研究における学術的な問いは、大きく３つのフェーズでとらえることができる。第一のフェー

ズは、アートベースドヒューマニティー（芸術的価値観に基づいた人間性尊重社会の醸成）への

志向である。芸術活動やその価値観を積極的に人間活動の様々な局面に関わらせることによっ

て、人間らしい創造的で調和的な社会を目指す上で、より深い貢献ができないだろうか、という

問いである。 

第二のフェーズは、国際化が今後一層進展していく社会の中で、多様な価値観を認めあい、より

主体的に判断し生きていく力を育てる上で、芸術活動が包含する様々な特質、例えば多様性、創

造性、美と楽しさ、批評的思考、熟練などを、より効果的に教育に用いていくことはできないか、

という問いである。 

第三のフェーズは、アートライティング教育の導入、すなわち言葉で思考し、書くことによって

学習者の芸術に関する探究をどのように深めていくことができるか、また学習の効果を引き出

すための課題は何か、さらに芸術以外の領域や諸外国との連携や比較から何が明らかになるか、

という問いである。 

 

３．研究の方法 

(1) 高校生によるアートライティングの分析 

2005 年より収集してきた日本と諸外国の高校生によるアートライティング 3,644 件の内、電子



ファイル化されているものを対象として、制作体験（表現）、作品探究（鑑賞）双方の観点から

その特質を考えるとともに、言語学によるテキスト分析による検証を行う。 

 

(2) 学校におけるアートライティング教育の調査 

国内 1395 校の高等学校アンケート調査と実地調査により、アートライティング教育の実施状況

や、アートライティング教育に関する教師の見解などを明らかにする。 

 

(3) アウトリーチ活動 

① 高等学校における教育方法開発 

② 高等学校におけるアートライティング教育の普及促進 

③ 大学におけるアートライティング教育実践 

 

４．研究成果 

(1) 高校生によるアートライティングの分析 

高校生によるアートライティングについて、主に語彙・構文分析を通して明らかになった言語

的特性を示し、美術教育におけるその可能性を検討し、論文「高校生によるアートライティン

グの言語的特性：指示詞と体言止めによる体験共有への志向をめぐって」として学術雑誌に投

稿した。同論文では、アートライティングに関するコンテストである第７回高校生アートライ

ター大賞（2017 年開催）に応募された 551 編のテキストデータを主な研究対象とし、形態素解

析ツールを使用して高校生の文章に出現した言語形式の計量的データを算出し、実際の用例を

取り上げて質的な観察と分析を行った。その結果、コンテストで高く評価されたライティング

の傾向として、指示詞と体言止めの使用に特徴があり、それはこれらの表現形式の効果により

生じる、体験共有への志向を示唆するものであることを指摘した。 

 

(2) 学校におけるアートライティング教育の調査 

2021 年 5 月から 7 月、「高等学校におけるアートライティング教育に関するアンケート」を、

2020 年度の全国高等学校（通信制を除く）と中等教育学校を合わせた 4758 校の 29.3％にあたる

1395 校を研究協力校として抽出して実施し、郵送とオンラインにより 355 校の有効回答を得た

（回答率 25.4％）。 

2005 年に実施した同一内容の調査結果と比較し、16 年を経ての変化を明らかにした。その主な

論点は下記である。 

① 2005 年の調査結果で高い実施率が示されていた、作品制作に関連するアートライティング

が 2021 年の調査結果では更に増加した。 

② 鑑賞に関連するアートライティングの実施率は作品制作カテゴリーほどの顕著な増加は見

られなかった。 

③ アートライティング教育の意義に関する美術教員の見解については、作品制作への効果に

関する項目で 2021 年の調査結果の方が 2005 年より肯定的な回答が顕著に増加しており、これ

はアートライティングの実施率に関する結果とも矛盾しない。 

④ アートライティングのエッセイコンテスト参加校の回答傾向や、調査結果に関する背景的

要因について、さらなる議論を進める必要がある。 

 

(3) アウトリーチ活動 



① 高等学校における教育方法開発 

 附属高等学校において開発した国語科との連携授業等、一連の実践研究成果を発表した。 

② 高等学校におけるアートライティング教育の普及促進 

各年度において下記の普及促進事業を開催し、世界各地から 4 年間で 800 編を超す参加があ

った。 

 2020 年度 英語エッセイコンテスト 24 か国・地域 147 編 

2021 年度 日本語エッセイコンテスト 4 か国・地域 531 編 

 2022 年度 英語エッセイコンテスト 10 か国・地域 69 編 

2023 年度 日本語エッセイコンテスト 14 か国・地域 457 編 

③ 大学におけるアートライティング教育実践 

 大学の授業におけるアートライティング教育や、視覚障害に関するジャーナルとの連携によ

る普及活動などの成果を発表した。 

 

(4) 国際連携 

 エジプト、フィンランドの研究者との研究協力を進めたほか（共著書を準備中）、オンライン

による国際研究集会を開催し（2021 年度、12 か国 70 名参加）、韓国ならびに中国での国際学会

大会での招待講演（2022 年度、2023 年度）などの成果があったほか、上記アウトリーチ活動に

おける世界の高等学校からの参加を一層推進することができた。 
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